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【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　心房細動は頻度の高い頻脈性不整脈であり、この心房細動が維持されるメカニズムの解
明とその治療法が研究されている。治療法としては薬物療法（対症療法）、カテーテルア
ブレーション（根治療法）等を挙げることができる。この内のカテーテルアブレーション
とは、心房細動中の心臓の挙動を心内心電図に基づいて解析し、リエントリと呼ばれる電
気信号(興奮波)を発生している部位を特定して、その部位を除去しリエントリの発生を抑
えようとするものである。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
【非特許文献１】Martin K. Stiles et al., "The Effect of Electrogram Duration on 
Quantification of Complex Fractionated Atrial Electrograms and Dominant Frequenc
y", Journal of Cardiovascular Electrophysiology Vol. 19, No. 3, March 2008
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